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研究成果の概要（和文）： 

本研究の成果を大きく次の三つに分けることができる。すなわち、 

1. パロディといういまだほとんど取り上げられていないテーマに焦点を合わせて、テーマの

意義を証明し、研究方法を示したこと; 

2. 日本文化におけるパロディのあらゆる可能性を分析することによって、すでにパロディと

して取り扱われている作品やジャンルなどについて確認した上、いまだパロディと見なさ

れていないが、パロディとして捉えるべき作品やジャンルについて指摘したこと: 

3. 日本文化の発展におけるパロディの働きと役割の考察を通じて、意味生成過程のパターン、

引用行為のメカニズム、文化的伝統の伝達など、日本文化の特徴に着目したことである。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

The major results of this research project can be summed up as follows: 
1. By focusing on parody, a problem which has not been given a due consideration until 

present, the project highlighted its importance, and worked out a research 
methodology; 

2. By the analysis of various aspects and manifestations of parody in Japanese Culture 
the project succeeded in extending the boundaries of parody research: to the texts 
already acknowledged as parody it added new texts and genres which should be 
considered as parody, thus opening new horizons for academic research; 

3. Through the analysis of the function and the role of parody in the development of 
Japanese Culture the project revealed some of the basic characteristics of Japanese 
Culture concerning the pattern of signification, the mechanism of quotation, and the 
transmission of cultural tradition. 
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1. 研究開始当初の背景 
(1) 日本文化におけるパロディは、個別の研

究があったとはいえ、全面的に、それぞ
れのジャンルや時代の差異を超えて、共
通の立場から取り上げられていなかった。
また、個別研究のほとんどが江戸時代の
文化や文学に集中していて、それ以前の
パロディの出現に目を向けることがなか
った。さらに、「もじり」、「ちゃかし」、
「やつし」、「見立て」など、日本独特な
パロディ形式が考察されていたのにもか
かわらず、それらを、比較文化的、多分
野的立場から分析し、パロディの一般理
論と結び付けてみる試みはなかった。国
内のみならず、海外の日本研究において
も。 

(2) 研究プロジェクトが 2007 年４月からス
タートする前に、チームのメンバーや主
な課題の認識など、条件がすでに整えて
いた。そもそも、共同研究のきっかけと
なったのは、国際基督教大学の比較文化
学科(大学院生)が行った「パロディと日
本文化」のリレー講座である。それぞれ
異なる分野の教員によるパロディの分析
において、興味深い共通点も相違点も見
えてきたので、共同研究に意義があるこ
とを確認できた。さらに、2006 年の 11
月に国際基督教大学で「パロディと日本
文化」の国際シンポジウムを開催し、科
研プロジェクトの出発に当たって、当大
学のアジア文化研究所紀要の特集を出し
た。 

 
2. 研究の目的 

1.2 の欄に簡単に素描したように、本プ
ロジェクトはゼロからスタートしたわ
けではない。それは大きなプラスだった
に違いないが、マイナス側面もあった。
なかでも最も深刻な問題として思われ
たのは、それぞれ各自で始めた研究の努
力を合わせて、共通の方向へ向かわせる
ことである。だから、プロジェクトのス
タート時点、まず研究の目的と研究方法
について詳しく議論し、コンセンサスを
得た。研究の目的は、次の三つに絞るこ
とができる。すなわち、 

(1) 日本文化におけるパロディのテクスト
(文学、美術などの作品)を徹底的に調べ
て、すでにパロディとして公認されたも

のにとどまらず、見落とされているパロ
ディ・テクストの可能性を追究するこ
と; 

(2) 先行研究を踏まえながら、個別研究を
纏めて、パロディという共通の枠組みで
関連づける。さらに、主として西洋の文
化的実践を基にして成立したパロディ
理論を、異文化のテクスト分析に応用で
きるために再考察すること; 

(3) 日本文化におけるパロディ・テクストの
特徴と文化史上の役割の分析を通して、
意味生成過程のパターン、引用行為のメ
カニズム、カノンやジャンル作りのプロ
セス、文学や美術などの異なる分野間の
記号交換など、日本文化の特徴について
現代の文化理論および比較文化研究の
立場から再考察することである。 

 
3. 研究の方法 
研究対象の多様性を考慮した上、なるべくた
くさんの問題点が把握できるため、二つの異
なる研究アプローチで分析を試みることに
した。すなわち、 
(1) その一つは、deductive method (演繹的

方法)である。つまり、パロディ理論を中
心として現代の文化論や文学理論を使用
して、パロディ作品登場の条件について
分析し、結果を日本文化の発展の流れと
合わせて、どの時代においてパロディの
可能性が必然性に変わるかについて考察
し、仮説をたてる。そこから、パロディ
条件を充たすテクストについて吟味し、
仮説を裏付ける証拠を探ること; 

(2) もう一つは、inductive method (帰納的
方法)である。つまり、パロディとして公
認されたテクストを詳しく分析し、それ
ぞれの特徴の考察を通じて共通点と相違
点を見分ける。そこから、日本文化にお
けるパロディの特徴について論じて、日
本文化史におけるパロディの役割につい
て纏めることである 

 
4. 研究成果 
研究成果について、次の二つに分けて纏める
ことにする。すなわち、具体的な研究活動と
理論的結論という二つである。 
(1) 本プロジェクトの焦点となったのは、「パ

ロディと日本文化」の二つの国際シンポ
ジウムである。 



① その一つは、2009年 3月 13-14日に、フ
ランスのパスカル・クリオレ教授を始め、
INALCOの協力を得て、パリの国際大学都
市・日本館で行われた仏日シンポジウム
である。ワーキングラングエッジは日本
語だった。発表は、日本側から七人(科
研メンバー五人と協力者二人)とフラン
ス側から七人で、三つのセッションに分
かれて行われ、各セッションのディスカ
ッションの他、最後には総合ディスカッ
ションも設けられた。このシンポジウム
の最も大きな特徴は、テーマの多様性で
ある。時代的にも、ジャンル的にも。中
古から現代まで、文学作品から書やマン
ガまで。さらに、和文のみならず、漢文
のテクストも取り上げられ、中国文化と
朝鮮文化についての発表もあった。つい
でに付け加えると、フランスにおける日
本文化研究の極めて高いレベルに感激
し、刺激も、具体的なアイディアももら
った。シンポジウムの意義を簡単に次の
ように纏めることができる。すなわち、
シンポジウムは、パロディが日本文化に
おいて遍在していることを顕示し、異な
る分野、ジャンル、作品のパロディ作用
に重要な共通点があり、それらの共通点
が日本文化の特徴を促しているという
ことを示した。 

② 二つ目のシンポジウムは、2009 年 11 月
27-28 日に国際基督教大学で開催された。
十七の発表と総合ディスカッションと
いうタイとスケジュールで、大変充実し
た研究フォラムとなった。海外から、ハ
ルオ・シラネ教授、ジョシュア・モスト
ウ教授など、七人の研究者(アメリカか
ら二人、フランスから二人、カナダ、中
国、韓国から一人ずつ)と、国内からも
竹村信治教授など、三人の研究者を招き、
科研メンバー全員が発表者(メンバー六
人と協力者一人)か司会者などとして参
加した。このシンポジウムの最も大きな
特徴は、理論的レベルの高さである。焦
点になったのは、事前にシンポジウムの
枠組みとして設定したパロディとカノ
ン、パロディとメディア、パロディとア
イデンティティという三つの大きなテ
ーマである。また、研究発表の対象を中
心なしたのは、近世文化なのだが、普段
パロディの研究において取り扱われて
いない中古と中世の文化に関しても三
つずつの発表があったことは、成功の一
つと見なされる。総合ディスカッション
は、本当の意味で brain-storming とな
り、予定していた時間を越えて、二時間
にも及んだ。ICU のアジア文化研究所の
協力を得て、シンポジウムの発表やディ
スカッション録音しただけでなく、撮影

もしたので、データとして保存できた。 
③ 科研予算外なのだが、二つのシンポジウ

ムの発表が印刷されることになってい
る。パリシンポジウムの発表を中心に、
ICU のアジア文化研究所紀要の「パロデ
ィ」の特集を出すことになっていて、出
版予定は、今年の七月である。一方、ICU
で行われた総括的なシンポジウムの発
表は、論文集の本として出版される予定
である。出版社がすでに決まっている。 

 
(2) 以下は、二つの国際シンポジウムを中心

として、本プロジェクトの研究を通じて
見えてきた問題について、要点に絞って
紹介する。主として西洋の文化的実践を
基にして成り立つパロディの理論には、
異文化の分析に応用した場合、限界があ
る。しかし一方、もじり、やつし、ちゃ
かし、みたてなど、日本文化における多
様のパロディ形式を関連づけるため、や
はりパロディという総合の枠組みを使う
しかない。この矛盾を乗り越えるため、
パロディ理論を adopt する(そのまま応
用する)のではなく、adapt する(考え直
す)必要がある。本プロジェクトは、スタ
ート時点で提起したこの問題意識を確認
できた上、日本文化におけるパロディの
特徴とパロディ研究の論争点について次
のように纏めた。 

A. 日本文化におけるパロディの特徴:  
① 西洋文化におけるパロディは、主として

内容のレベルで取り上げられている。一
方、日本文化の場合、「もじり」などが
示しているように、表現志向のパロディ
形式の定着とその役割は極めて大きい。
それは、テクスト志向(表現志向)の文化
としての近代以前の日本文化の特徴を
促し、意味作用のメカニズムを顕示して
いる。 

② 近代以前の日本文化は、外に対して比較
的に閉ざされていた代わりに、その内な
る空間は開かれている。そこからパロデ
ィの二つの大きな特徴が発生する。 
イ) 現代の文化理論は、引用行為を

intertextuality(間テクスト性)の
視点から取り上げ、テクストを引用
モザイクと見なしている。パッチワ
ークよりも、十二単に似ていて、積
み重ねの結果である。だから、パロ
ディは一対一ではなく、多数のテク
ストを含む連続的プロセスの特徴
を持っている。 

ロ) 近代以前の日本文化の開かれた内
なる空間においては、分野間の記号
交換が活発的に行われていたので、
パロディは、同じ分野においてだけ
でなく、複数の分野(メディア)に及



ぶケースは極めて多い。確かに、こ
うした可能性は、パロディ理論によ
って指摘されているのだが、あくま
で現代の文化に絞られている。一方、
日本文化の場合、これは、近代以前
のパロディの主な特徴の一つとな
っている。 

③ 西洋におけるパロディの主要な特徴は、
社会的な役割である。一方、日本文化の
場合、内容志向のパロディより表現志向
のパロディの方が普及しているという
こともあって、社会的な役割は目立たな
い。代わりに、西洋文化にあまり見られ
ない教育的な役割、文化伝統の伝達の役
割が極めて強い。 

④ パロディの可能性は、どの時代において
も存在するのだが、しかし、その可能性
がテクスト作りの必然的な条件の一つ
となっている時代もある。これは、特に
ポスト源氏の王朝文学についていえる
ことである。こうした視点から中世の王
朝物語(いわゆる擬古物語)を取り上げ
ると、文学史におけるその役割について
考え直すことができる。 

B. パロディ研究の論争点: 
① 滑稽的な効果の是非とプロトテクストの

問題 
パロディ作品の滑稽的な効果の是非は、ど

のパロディ研究においても主要な問題の一
つであり、研究者の意見が分かれている。本
プロジェクトは、滑稽的効果を必要としたの
だが、しかし一方、近代以前のテクストに関
しては、プロトテクストを確定し滑稽的な効
果を把握できることは必ずしもできるわけ
ではないということも強調した。したがって、
パロディの研究をその効果に絞ることは望
ましくない。 
② パロディ作品のオリジナリティの問題と

法律 
パロディの定義があいまいからだろうか、

現代におけるパロディ作品のオリジナリテ
ィの問題は極めて深刻になっている。パロデ
ィ作品の裁判のケースがすでにいくつかあ
って、いずれも、パロディ作品の負けで終っ
ている。この傾向が続くと、パロディ作品の
可能性は法律的に消される恐れもある。 
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